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MOOVIE
モ ー ビ ー

ファーマーズサポート株式会社

分娩予兆検知システム

A I と カ メ ラ に よ る ス マ ー ト 畜 産 シ ス テ ム

非接触型



必要なのはIPカメラ・通信機器（ゲートウェイボックス）・LEDライトとお手持ちのスマホ・タブレットだけ
AIが牛の分娩予兆を検知すると通知と画像をお送りします （現時点では黒毛和牛のみの対応）

カメラ映像を見ることも可能で、牛房のリアルタイムの様子をいつでもどこでも確認できます

MOOVIE 分娩予兆検知システムとは
モ ー ビ ー

羊膜

IPカメラの画像を
ゲートウェイボックスから
人工知能サーバへ送信し、
分娩予兆を検知

特許出願中：特願2019ｰ169862

●●



MOOVIEアプリの機能

① 分娩予兆の通知

AIが羊膜、尾の挙上、子牛のひづめを検知すると、
MOOVIEアプリに通知音・ポップアップとともに
チャット通知されます。
通知画面の画像は拡大して確認もできます。

分娩事故と監視負担を減らします！

③ 牛の個体登録

牛の名前、分娩予定日、メモなどを
ご登録いただけます。

② カメラ映像の確認

リアルタイムのカメラ画像が
いつでもどこでも確認可能です。
画像は約5秒に1枚クラウドに保存されており、
過去画像も参照可能です（最大3日前まで）

※通信状況により保存枚数は変わります。

モ ー ビ ー

MOOVIEは羊膜・尾の挙上・子牛のひづめを検知するとスマートフォンのアプリへ通知します

MOOVIE導入によって、分娩予兆の通知を見てカメラ画像をリアルタイムで確認し、必要な
ときだけ駆け付けることで、分娩事故軽減と省力化を同時に実現することも可能です

分娩事故・監視負担を軽減します！

「快適な環境下で飼養することで、家畜のストレスや疫病を減らすことができれば、
結果として生産性の向上や安全な畜産物の生産につながる」として、農林水産省も推奨
（※出典：農林水産省 アニマルウェルフェアについて）

牛に機器をつけないMOOVIEは、人にも牛にもやさしいシステムです

アニマルウェルフェア：牛にもやさしく

監視困難
大規模化

人員不足

夜間監視は
MOOVIEにお任せ

飼養頭数／戸
12頭 ⇒ 44頭
※H2・H26比較

分娩事故ロスコスト
約64万円/頭※

監視負担軽減
見回り時間削減例
８時間/週

※農畜産業振興機構「月別肉用牛子牛取引状況表」R4.7国内全市場平均



販売店

MOOVIE分娩予兆検知システム構成

ゲートウェイボックス

ゲートウェイボックス1台で
カメラ4台まで接続可能です

IPカメラ

1分娩房（牛1頭）に1台
約３m×６m四方の
範囲が検知可能です

MOOVIEアプリ

スマートフォン・タブレット用
以下のQRコードから
ダウンロードできます

モ ー ビ ー

モ ー ビ ー

照度センサ付き
LEDライト

検知率を向上させる
ための夜間照明です

ファーマーズサポート株式会社
〒892-0821
鹿児島県鹿児島市名山町9-15markMEIZAN内

099-202-0610   099-202-0650
info@farmers-s.co.jp
https://farmers-s.co.jp/

＜開発元・お問い合わせ先＞

ホームページは
こちらから
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※ 利用にあたっては牧場内にインターネット回線(光もしくはLTE回線）が必要となります
膨大なカメラ画像をクラウドにアップロードするため、光回線をおすすめします
LTE回線の場合は当社モバイル通信サービス（オプション）の契約も可能です

※ クラウド利用料が別途必要になります


